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1. はじめに 

スピンゼーベック素子では、金属薄膜にスピン流が注入

されることで起こる、逆スピンホール効果を利用して起

電力を発生させている[1]。本研究では LSI材料として広く

使われているタングステンに注目し、素子の薄膜材料と

して起電力を測定した。また、金属薄膜として使用される

ことが多い白金についても測定し、前述のタングステン

と比較・検討を行った。 

2. 実験方法 

本実験では、Metal Organic Deposition (MOD)法を用いて、

Gadolinium Gallium Garnet (GGG)基板上(10×10×0.5mm)

に塗布回数 70回の Y3Fe5O12 (YIG)膜を生成した。作成し

た YIG膜は配向性を調べるために、X線回折装置を用い

て配向度を算出した。最後に、白金とタングステンをスパ

ッタリング法を用いて YIG表面に蒸着させ、電極を取り

付けた。起電力測定では、図 1の x軸方向に±2[kOe]の磁

界を印加、z軸方向に温度差 0, 2.5, 5, 7.5, 10[K]を与え、y

軸方向に発生する電圧を白金とタングステン、それぞれ

において測定した。 

3. 実験結果 

図 2より、GGG基板上に作成した YIG膜は、(4,4,4)方向

に高い割合で配向されていることが分かる[2]。また、図 3

では白金とタングステンの起電力は、温度差に比例して

大きくなっていることが確認できる。ここで熱電性能と

して、起電力の増加率を線形近似の傾きの絶対値として

各試料で算出すると、白金、タングステンそれぞれ

0.091[μV/K]、0.062[μV/K]となった。 

4. まとめ 

本実験では、タングステンの熱電性能は白金の 0.68 倍と

なった。ここで、スピンホール角は一般的に白金よりもタ

ングステンのほうが大きいため、変換効率のみを考えれ

ば、タングステンが白金に比べて熱電性能が高くなると

考えられる[3][4]。しかしながら、今回の実験結果では、白

金がタングステンの性能を上回ったため、YIG/金属膜の

界面におけるスピン注入効率が、白金はタングステンに

比べて優れている可能性がある。 
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Fig1.Structure of the 
Spin Seebeck 
element 

Fig2.Orientation index of YIG thin 
film on GGG 

Fig3.Temperature difference of the Spin Seebeck 
voltage 
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